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こ
の
た
び
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
の
第
七
代
所
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も

と
よ
り
若
輩
浅
学
の
身
で
あ
り
、
諸
賢
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
せ
い
い
っ
ぱ
い

つ
と
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
研
究
所
は
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
度
の
設
立
か
ら
数
え
て
今
年
度
で

つ
い
に
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
学
初
代
学
長
稲
葉
圓
成
先
生
の
「
学
園
設
立
の
趣

旨
」
の
精
神
に
基
づ
き
、「
広
く
仏
教
文
化
の
研
究
と
興
隆
に
寄
与
し
、
も
っ
て
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
」
と
い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
、
本
研
究
所
は
真
宗
史
・
仏
教
文
化
研
究
を
中

心
に
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
歩
み
と
記
録
に
つ
い
て
は
平
成
十
九

（
二
〇
〇
七
）
年
度
の
設
立
三
十
周
年
の
際
に
、
そ
れ
を
記
念
す
る
史
料
展
示
と
そ
の
図
録

『
仏
教
文
化
研
究
の
軌
跡
』
に
お
い
て
ま
と
め
、

ま
た
三
十
五
周
年
に
あ
た
る
平
成
二
十
四
（
二

〇
一
二
）
年
度
の
史
料
展
示
図
録
『
仏
教
文
化

研
究
の
展
開
』に
お
い
て
も
追
加
整
理
し
ま
し
た
。

こ
の
十
年
に
限
っ
て
も
、
親
鸞
聖
人
七
百
五

十
回
御
遠
忌
法
要
を
機
縁
と
し
て
『
誰
も
書
か

な
か
っ
た
親
鸞　

伝
絵
の
真
実
』（
法
藏
館
、
二

〇
一
〇
年
）、
教
如
上
人
四
百
回
忌
を
機
縁
と
し

て
『
教
如
と
東
西
本
願
寺
』（
法
藏
館
、
二
〇
一

三
年
）
を
編
集
・
刊
行
す
る
な
ど
、
本
研
究
所
は
特
に
真
宗
史
に
関
わ
る
研
究
成
果
を
中

心
に
世
に
問
い
続
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
四
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
近
年
、
取
り
組
ん
で
い
る
重
要
な
作

業
の
一
つ
に
、
設
立
以
来
の
活
動
で
蓄
積
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
内
容
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
保
存
整
理
し
、
的
確
な
開
示
の
方
向
性
を
探
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
研
究
所
の
調
査
活
動
は
現
地
踏
査
を
基
本
と
し
て
寺
院
所
蔵
資
料
を
悉
皆
的
に
調
査

し
、
そ
の
全
容
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
四
十
年
に
わ
た
る
情
報
蓄
積
は
ぼ

う
大
な
量
と
な
り
ま
す
。
と
同
時
に
四
十
年
の
蓄
積
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
必
ず
し
も
統
一

さ
れ
た
情
報
形
態
に
な
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
特
に
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
史
料
写
真
の
劣
化
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
う
し
た
性
格
を
持
つ
内
容
を

ど
の
よ
う
に
総
合
的
な
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
機
能
さ
せ
る
か
、
画
面
デ
ザ
イ
ン
や

リ
ン
ク
な
ど
の
機
能
充
実
と
い
う
課
題
も
含
め
、
所
員
・
客
員
所
員
を
中
心
に
現
在
、
苦

心
を
重
ね
て
取
り
組
み
、
構
築
中
で
す
。

ま
た
、
四
十
周
年
を
記
念
し
て
今
年
度
に
実
施
し
た
の
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
ジ
ア
仏

教
の
死
者
・
供
養
観
」
で
し
た
。
そ
の
詳
し
い
内
容
は
来
年
度
の
研
究
所
紀
要
で
ま
と
め

る
予
定
で
す
が
、
真
宗
史
研
究
と
と
も
に
蓄
積
し
て
き
た
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
の
取
り
組
み

の
一
端
、
ま
た
客
員
所
員
を
お
つ
と
め
い
た
だ
い
て
い
る
国
内
外
の
先
生
方
の
当
該
テ
ー

マ
に
関
す
る
ご
見
識
を
披
歴
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
、
あ

り
が
た
く
思
い
ま
す
。
関
連
し
て
開
催
し
た
後

期
史
料
展
示
で
は
初
め
て
〝
仏
像
〞
を
テ
ー
マ

と
し
た
《
実
物
資
料
に
学
ぶ
仏
教
文
化
》
展
を

実
現
で
き
、
こ
の
点
も
新
境
地
を
開
い
た
も
の

と
言
え
ま
す
。

こ
の
四
十
周
年
記
念
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
か
つ
て
本
研
究
所
の
研
究
顧
問
を
お
つ

と
め
い
た
だ
い
た
故
前
田
惠
學
先
生
の
学
恩
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
も
記
し
て
深

謝
の
想
い
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
系
学
術
活
動
を
と
り
ま
く
状
況
は
不
本
意
な
が
ら
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活
動
を
実
現
し
て
い
く
本
研
究
所
の
存
在
意
義

は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
も
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
研
究
活
動
に
と

り
く
み
、
そ
の
成
果
を
学
生
教
育
、
社
会
貢
献
に
還
元
し
、
す
こ
や
か
な
姿
を
示
し
続
け

な
が
ら
、
こ
の
四
十
周
年
を
通
過
点
と
し
て
、
次
は
五
十
周
年
に
向
け
て
着
実
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
決
意
を
こ
こ
に
表
明
い
た
し
ま
す
。
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大
和
方
面
真
宗
寺
院
調
査
を
ふ
り
か
え
る

　

二
〇
一
七
年
九
月
六
〜
八
日　

青
木　

馨

五
五
〇
年
前
の
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
秋
、
蓮
如
上
人
が
高
野
山
を
経
て
吉
野

か
ら
南
下
し
十
津
川
方
面
へ
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
は
、「
吉
野
紀
行
」
に
よ
り
知
ら

れ
る
。
悲
し
く
な
る
程
の
険
し
い
山
々
を
歩
か
れ
た
地
を
、
か
ね
て
よ
り
の
念
願
で

あ
っ
た
調
査
に
出
掛
け
た
。
大
和
地
域
は
、
覚
如
・
存
覚
の
教
線
が
基
盤
に
あ
り
、

興
味
深
い
地
域
で
あ
る
が
、
過
疎
化
も
進
み
研
究
者
も
永
ら
く
訪
れ
て
お
ら
ず
、
近

年
の
調
査
報
告
が
乏
し
く
不
安
と
期
待
の
調
査
で
も
あ
っ
た
。

初
日
の
調
査
地
は
、
宇
陀
市
室
生
の
向
渕
正
定
寺
（
本
願
寺
派
）
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
、『
存
覚
袖
日
記
』
に
、
大
和
向
渕
顕
実
の
相
伝
す
る
方
便
法
身
尊
像
と
源

空
・
親
鸞
の
連
座
像
に
存
覚
が
裏
書
を
し
た
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。

寺
に
は
後
者
が
伝
存
し
て
お
り
、
存
覚
の
手
に
な
る
原
本
の
伝
来
に
ま
ず
感
動
で

あ
っ
た
。
早
く
よ
り
傷
ん
だ
可
能
性
も
あ
り
、
元
禄
期
と
昭
和
の
二
模
本
に
よ
り
復

元
的
に
う
か
が
え
る
。
ま
た
こ
こ
は
、
親
鸞
の
母
吉
光
女
の
伝
承
も
あ
り
、
同
人
の

毛
髪
に
よ
る
繍
字
六
字
名
号
「
吉
光
尼
公
毛
の
お
名
号
」
も
伝
わ
る
。

正
定
寺
は
近
世
も
「
常
楽
台
門
徒
」
で
あ
り
、
名
実
共
に
、
大
和
地
域
の
初
期
真

宗
以
来
の
存
覚
の
教
化
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。
寺
院
近
隣
の
廟
所
な

ど
も
御
住
職
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、
そ
の
た
め
調
査
は
夕
刻
に
ま
で
及
ん
だ
。

こ
の
日
は
、
近
鉄
橿
原
神
宮
駅
前
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
が
、
青
木
の
み
初
日
は

こ
こ
に
直
行
し
た
た
め
、
橿
原
神
宮
に
立
ち
寄
っ
た
。
近
代
創
建
の
「
神
宮
」
の
風

格
を
実
感
し
た
。

二
日
目
は
午
前
に
、
吉
野
の
飯
貝
本
善
寺
（
本
願
寺
派
）
を
調
査
し
た
。
吉
野
川

沿
い
の
高
台
に
そ
び
え
る
重
厚
な
伽
藍
は
、
見
事
な
景
観
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
蓮
如

の
十
二
男
実
孝
の
入
寺
し
た
寺
で
、
ま
ず
そ
の
経
緯
が
記
さ
れ
た
「
皆
成
院
実
孝

書
」
を
初
め
て
実
見
し
た
。
そ
し
て
、
親
鸞
の
遺
骨
に
添
え
ら
れ
た
実
如
・
実
悟
の

文
書
、
実
如
裏
書
の
二
幅
本
親
鸞
聖
人
絵
伝
、
実
孝
書
状
三
通
な
ど
、
他
の
寺
院
と

は
趣
の
異
な
る
戦
国
期
の
史
料
を
調
査
し
た
。

そ
し
て
諸
殿
も
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
住
職
御
一
家
の
お
心
遣
い
に
敬
服
し
つ

つ
辞
去
し
た
。
飯
貝
の
町
並
も
過
疎
化
で
、
伝
統
的
景
観
も
危
う
く
な
っ
て
い
た
。

門
前
の
「
平
宗
」
に
て
昼
食
を
と
り
、
次
の
目
的
地
へ
と
南
下
し
た
。

続
い
て
目
指
し
た
の
は
覚
如
の
弟
子
乗
専
の
開
基
を
伝
え
る
円
光
寺
（
五
條
市
西

吉
野
町
陰
地
）
と
初
期
真
宗
の
高
僧
連
座
像
の
所
蔵
情
報
の
あ
る
浄
称
寺
（
五
條
市

大
塔
町
辻
堂
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
か
寺
は
、
事
前
に
住
職
と
の
連
絡
が
つ
か
ず
、

住
職
は
平
素
不
在
で
地
元
管
理
ら
し
い
と
い
う
程
度
の
情
報
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
。
い
わ
ば
取
り
敢
え
ず
行
っ
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

円
光
寺
（
本
願
寺
派
）
は
、
ナ
ビ
に
よ
り
検
索
は
で
き
る
も
の
の
、
付
近
の
道
筋

は
出
な
い
有
様
で
、
国
道
二
〇
号
線
沿
い
に
「
桧
川
御
坊
」
へ
の
立
て
札
を
見
つ
け

た
。
こ
こ
か
ら
脇
道
に
入
り
登
り
坂
を
走
っ
た
。
つ
づ
ら
折
り
の
山
道
が
だ
ん
だ
ん

と
心
細
く
な
り
、
対
向
車
が
来
な
い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
本
当
に
寺
が

あ
る
の
か
と
不
安
な
な
か
、
立
派
な
家
が
一
軒
あ
っ
た
が
不
在
で
あ
っ
た
。

正定寺廟所石碑
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さ
ら
に
ナ
ビ
な
き
道
を
登
り
進
む
と
、
何
と
心
細
い
道
に
反
し
て
立
派
な
門
と
本

堂
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
「
桧
川
御
坊
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
堂
も
庫
裡
も
閉
ざ

さ
れ
、
無
人
で
あ
っ
た
。
伝
来
す
る
と
い
う
四
高
僧
連
座
像
を
確
か
め
る
す
べ
は
な

か
っ
た
が
、
本
堂
軒
下
に
は
昭
和
五
十
九
年
の
大
法
要
の
駒
札
が
保
存
さ
れ
て
い

た
。「
開
創
六
百
五
十
年
・
開
基
乗
専
大
徳
六
百
二
十
五
回
忌
」
と
あ
り
、
出
雲
路

乗
専
の
教
線
が
実
感
で
き
、
た
っ
た
一
軒
の
隣
家
の
主
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

り
、
蓮
如
の
足
ど
り
が
今
に
伝
わ
っ
て
き
た
。

蓮
如
は
、「
十
津
川
・
の
な
が
せ
・
鬼
が
城
」
へ
の
難
所
を
い
く
つ
か
歌
に
詠

む
。「
こ
れ
ほ
ど
に
、
は
げ
し
き
山
の
道
す
が
ら
、
の
り
の
ゆ
か
り
に
あ
ら
で
や
は

ゆ
く
。」
仏
法
の
た
め
に
難
所
を
歩
ん
だ
蓮
如
の
姿
と
、
誰
も
い
な
い
山
奥
の
地
で
、

無
人
の
御
坊
が
確
か
に
護
ら
れ
て
い
る
姿
と
が
、
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。次

に
浄
称
寺
（
本
願
寺
派
）
に
向
か
っ
た
。
国
道
一
六
八
号
線
天
（
て
ん
）
ノ
川

（
熊
野
川
）
の
川
べ
り
の
低
地
に
お
寺
は
あ
っ
た
。
そ
こ
が
元
地
で
あ
り
、
周
囲
は

平
成
二
十
三
年
の
台
風
十
二
号
の
被
害
の
改
修
が
大
規
模
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
洪

水
の
た
び
に
道
路
が
上
が
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
っ
た
。

偶
然
に
も
住
職
が
在
寺
さ
れ
、
本
堂
は
美
し
く
磨
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
高
僧

連
座
像
（
十
祖
像
）
を
出
し
て
も
ら
え
た
。
宮
崎
圓
遵
先
生
以
来
五
十
年
余
り
研
究

者
の
目
に
触
れ
な
か
っ
た
一
幅
で
あ
る
。「
こ
れ
か
」
と
目
を
み
は
っ
た
。
源
空
・

親
鸞
・
覚
如
・
乗
専
…
…
。
傷
み
の
中
に
も
描
線
が
ほ
ぼ
残
り
、
札
銘
も
読
み
取
れ

た
。
上
下
の
讃
文
も
含
め
、
き
わ
め
て
優
秀
な
連
座
像
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
た
。
住

職
に
保
管
の
気

遣
い
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
さ
せ
て

も
ら
い
、
寺
歴

等
を
確
認
す
る

中
で
、
こ
の
辺

り
を
昔
は
「
野
長
瀬
」
と
言
っ
た
こ
と
や
、
こ
こ
ま
で
蓮
如
さ
ん
は
来
ら
れ
、
こ
の

先
に
は
行
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
聞
い
た
。
龍
谷
大
学
所
蔵
の
文
明
二
年
（
一

四
七
〇
）
蓮
如
下
付
の
修
復
方
便
法
身
尊
形
の
裏
書
に
見
る
地
名
で
も
あ
る
こ
と
が

頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

こ
う
し
て
夕
刻
、
寺
を
あ
と
に
し
さ
ら
に
山
々
を
越
え
ひ
た
走
り
、
十
津
川
温
泉

最
奥
の
神
湯
荘
に
投
宿
し
、
激
し
い
雨
の
中
、
温
泉
と
山
の
料
理
を
堪
能
し
た
。

翌
日
は
、
十
津
川
役
場
に
近
い
資
料
館
を
見
学
し
、
こ
の
地
域
の
歴
史
や
地
域
性

に
触
れ
た
。
自
治
体
史
な
ど
の
情
報
も
確
認
で
き
た
。
資
料
館
の
道
向
か
い
の
売
店

駐
車
場
に
は
、『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
に
記
載
さ
れ
る
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）

本
願
寺
顕
如
の
十
津
川
湯
治
に
つ
い
て
の
看
板
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
熊
野
古
道
小

辺
路
を
眺
め
た
後
、
さ
ら
に
南
下
し
、
熊
野
本
宮
大
社
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
、『
親

鸞
伝
絵
』
に
「
熊
野
夢
想
」
段
を
有
す
る
真
宗
に
お
い
て
も
無
縁
で
は
な
い
所
で
あ

る
。
横
列
に
並
ぶ
社
殿
の
一
つ
に
「
証
誠
殿
」
と
の
札
が
あ
り
、『
伝
絵
』
に
見
る

名
称
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
小
さ
な
発
見
を
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
三
日
間
の
充
実
し
た
調
査
を
終
え
、
尾
鷲
経
由
で
、
帰
途
に
つ
い
た
。

熊野参詣道小辺路

浄称寺蔵高僧連座像

円光寺本堂前集合写真
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本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群
（
本
慶
文
庫
）
整
理
作
業
中
間
報
告

　

本
慶
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
南
濃
町
）
の
住
職
山
上
正
宣
氏
か
ら
、

同
寺
所
蔵
の
書
籍
群
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
の
は
二
〇
一
二
年
度
の
こ
と
で

あ
る
。
本
学
第
三
代
学
長
山
上
正
尊
を
輩
出
し
た
同
寺
に
は
、
学
術
書
は
も
ち

ろ
ん
、
学
園
関
係
資
料
も
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
法
宝
物
の
一
部
と
と
も
に
書
籍
群
の
寄
託
を
受
け
、
整
理
に
取
り

掛
か
っ
た
が
、
相
当
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
多
く
の
関
係
者
が
作

業
に
関
わ
り
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
こ
で
、
整
理
作
業
の
中
間
報
告
と
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
、
松
金
直
美
客
員
所
員
よ
り
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

〔
本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群
の
概
要
と
整
理
状
況
〕

本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群
は
、
数
多
く
の
書
籍
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
慶
寺
か
ら

寄
託
を
受
け
、
小
型
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
（
縦
三
二
・
〇
㎝
×
横
二
三
・
〇
㎝
×
高
二

四
・
〇
㎝
）
に
収
納
し
て
保
管
し
て
い
る
。
概
要
を
把
握
す
る
た
め
、
刊
本
・
写

本
・
ノ
ー
ト
類
に
大
別
し
、
ま
ず
刊
本
の
整
理
か
ら
着
手
し
た
。

刊
本
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
五
一
箱
分
あ
り
、
部
数
は
五
〇
〇
部
弱
に
わ
た
る
。
大
ま
か

な
仮
目
録
を
作
成
後
、
半
分
ほ
ど
の
二
六
箱
分
ま
で
書
誌
情
報
の
確
認
作
業
を
進
め

た
。そ

の
内
容
は
、
宗
乗
（
真
宗
学
）
や
余
乗
（
仏
教
学
）
な
ど
の
仏
教
書
が
大
半
で

あ
り
、
真
宗
寺
院
蔵
書
群
の
特
徴
を
如
実
に
有
し
て
い
る
。
書
籍
の
最
も
多
い
所
蔵

者
あ
る
い
は
入
手
者
が
山
上
正
尊
で
あ
る
。
次
に
そ
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

〔
山
上
正
尊
の
経
歴
〕

山
上
正
尊
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
月
、
本
慶
寺
に
て
生
ま
れ
た
。
東

京
巣
鴨
の
真
宗
大
学
に
進
学
後
、
移
転
・
名
称
変
更
し
た
京
都
の
真
宗
大
谷
大
学
に

お
い
て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
七
月
に
本
科
を
、
大
正
六
年
六
月
に
研
究
科
を

卒
業
し
て
い
る
。

そ
し
て
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
に
三
十
六
歳
で
、
名
古
屋
別
院
境
内
に

設
立
さ
れ
て
い
た
私
立
真
宗
専
門
学
校
の
教
授
と
な
っ
た
。
六
十
歳
と
な
っ
た
昭
和

二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四
月
に
は
、
開
学
し
た
東
海
同
朋
大
学
に
教
授
と
し
て
就

任
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
一
月
に
は
六
十
七
歳
で
第
三
代
学
長
と
な

り
、
そ
れ
以
後
も
、
同
朋
学
園
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

真
宗
大
谷
派
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
二
月
に
宗
派
に
お
け

る
学
階
の
最
高
位
で
あ
る
「
講
師
」
と
な
っ
て
い
る
。
安
居
で
は
昭
和
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
に
次
講
で
『
口
伝
鈔
』
を
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
本
講

で
『
一
念
多
念
文
意
』
を
講
じ
て
い
る
。

な
お
、
本
慶
寺
住
職
に
は
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
二
月
に
六
十
三
歳
で

就
任
し
た
。
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
七
十
九
歳
で
没
。（
１
）

〔
特
徴
的
な
書
籍
〕

本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群
に
お
い
て
調
査
済
の
も
の
の
中
か
ら
、
興
味
深
い
書
籍
を
い

く
つ
か
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
天
台
教
学
関
係
で
あ
る
。『
冠
導
天
台
四
教
儀
集
註
』
六
巻
は
、
明
治
二

十
九
年
（
一
八
九
六
）
十
一
月
三
十
日
に
京
都
の
興
教
書
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
刊
本

で
あ
る
。
そ
れ
を
正
尊
は
、
東
京
巣
鴨
に
あ
っ
た
真
宗
大
学
の
在
学
中
で
あ
る
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
九
月
に
入
手
し
て
い
る
。

『
法
華
玄
義
釈
籖
講
述
』
十
五
巻
は
明
治
二
十
九
年
八
月
八
日
に
、『
法
華
玄
義

釈
籖
傍
註
』
二
十
巻
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
か
ら
同
三
十
五
年
（
一
九
〇

二
）
に
か
け
て
、
い
ず
れ
も
京
都
の
貝
葉
書
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
刊
本
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
正
尊
は
、
京
都
の
真
宗
大
谷
大
学
で
購
入
し
て
い
る
。
両
書
と
も
購
入
年
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
真
宗
大
谷
大
学
は
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
十
三

日
に
京
都
高
倉
で
仮
校
舎
に
て
開
校
し
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
九
月
十
五
日
に

京
都
小
山
の
新
校
舎
に
移
転
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
京
都
で
開
校
後
に
購
入
し
た

と
み
ら
れ
る
。
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次
に
、
江
戸
期
の
東
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
僧
侶
宗
学
機
関
で
あ
る
学
寮
の
初
代

講
師
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
光
遠
院
恵
空
（
一
六
四
四
〜
一
七
二
一
）
の
所
持
本

が
い
く
つ
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

『
帰
命
本
願
抄
』
三
巻
・『
西
要
抄
』
二
巻
・『
父
子
相
迎
』
二
巻
は
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
九
月
に
京
都
の
村
上
平
楽
寺
か
ら
七
巻
合
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
、
恵
空
は
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
四
月
下
旬
に
購
入
し
た
。
正
保
二
年
（
一

六
四
五
）
八
月
に
長
谷
川
市
郎
兵
衛
が
開
板
し
た
『
秘
密
念
仏
鈔
』
三
巻
も
恵
空
所

持
本
で
あ
っ
た
。
両
書
と
も
時
代
を
経
て
正
尊
が
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
月
十

七
日
に
入
手
し
て
い
る
。

『
浄
土
真
宗
疑
問
解
』
三
巻
は
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
二
月
五
日
に
恵
空

が
執
筆
し
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
五
月
に
大
坂
の
板
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
書
籍

で
あ
る
。
そ
れ
を
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
二
十
五
日
に
正
尊
は
購
入
し
て

い
る
。
そ
し
て
第
一
巻
の
見
返
し
へ
購
入
年
月
日
と
と
も
に
「
本
書
ハ
真
宗
大
谷
派

初
代
講
師
光
遠
院
慧
空
師
ノ
著
作
也
」
と
朱
筆
し
て
い
る
。

以
上
、
正
尊
は
初
代
講
師
恵
空
の
所
持
本
や
著
書
を
意
識
的
に
入
手
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
八
宗
伝
来
集
』
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
一
月
に
平
田
半
左

衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
正
尊
は
同
書
に
興
味
深
い
書
き
込
み
を
し
て
い

る
。本

書
の
作
者
は
不
明
だ
が
、「
幼
学
」
で
あ
る
た
め
に
凡
庸
な
者
が
書
い
た
も
の

だ
ろ
う
と
い
う
。
そ
し
て
「
誤
字
モ
亦
多
シ
、
記
事
取
ル
ニ
足
ラ
ズ
、
示
観
凝
然
公

ノ
八
宗
綱
要
ス
ラ
読
了
セ
シ
者
ニ
非
ル
カ
」
と
厳
し
い
評
価
を
記
載
し
て
い
る
。
そ

れ
を
正
尊
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
二
十
七
日
に
購
入
し
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
は
「
徳
川
初
期
ノ
八
宗
記
事
ノ
一
参
考
ト

書
庫
ニ
蔵
ス
ル
モ
ノ
也
」
と
い

う
。
さ
ら
に
初
心
者
に
と
っ
て
、
誤
り
の
多
い
こ
の
書
は
か
え
っ
て
害
と
な
る
た
め

見
る
べ
き
で
な
い
、
と
ま
で
記
し
て
い
る
。
書
籍
入
手
に
あ
た
っ
て
の
正
尊
の
姿
勢

と
、
内
容
に
対
す
る
評
価
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
所
蔵

し
て
い
る
書
籍
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
に
対
し
て
、
そ
の
所
蔵
者
や
入
手
者
は
、
決
し

て
肯
定
的
な
場
合
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。

〔
整
理
作
業
の
今
後
の
見
通
し
と
研
究
意
義
〕

現
在
、
書
籍
群
の
う
ち
、
刊
本
の
約
半
分
を
整
理
し
た
段
階
で
あ
る
。
本
稿
で
紹

介
し
た
書
籍
の
特
徴
は
そ
の
一
端
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
、
刊
本
の
残
り
半
分
と
、
さ

ら
に
写
本
や
ノ
ー
ト
類
の
整
理
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
書
籍
群
の
全
容
を
明
ら
か

に
し
て
い
き
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
蔵
書
の
大
半
は
山
上
正
尊
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
入
手

の
年
月
日
や
そ
の
経
緯
を
朱
筆
で
記
し
て
い
る
書
籍
も
散
見
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の

蔵
書
に
は
、「
山
上
正
尊
図
書
」「
山
上
」
と
い
っ
た
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
、

「
山
上
正
尊
蔵
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
近
代
に
刊
行
さ
れ
た
書
籍
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
数

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
「
本
慶
寺
蔵
」
と
記
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
正

尊
以
前
か
ら
蔵
書
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

本
慶
寺
所
蔵
書
籍
群
の
整
理
を
進
め
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
①

山
上
正
尊
と
い
う
美
濃
の
真
宗
寺
院
で
生
ま
れ
、
東
京
・
京
都
の
真
宗
（
大
谷
）
大

学
で
学
び
、
尾
張
の
真
宗
専
門
学
校
・（
東
海
）
同
朋
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
た
人
物

の
学
問
の
歩
み
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
②
同
朋
学
園
の
淵
源
に

お
け
る
学
問
世
界
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
園
史
に
と
っ
て
重
要

な
意
義
を
持
つ
。
さ
ら
に
③
近
代
学
事
史
や
宗
門
近
代
史
へ
新
た
な
視
点
を
提
起
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
つ
い
に
は
近
世

と
近
代
を
架
橋
す
る
知
の
体
系
の
解
明
と
い
う
テ
ー
マ
に
展
開
し
て
い
く
も
の
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

（
１  
）「
成
業
院
山
上
正
尊
講
師
略
年
譜
及
び
著
書
論
文
目
録
抄
」（『
同
朋
学
報
』

同
朋
大
学
同
朋
学
会
、
一
九
七
〇
年
）
な
ど
参
照
。
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《
研
究
会
活
動
報
告
》

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会

武
田　
　

龍

開
催
日　

４
／
26
、
５
／
24
、
７
／
13
、
９
／
11
、
11
／
15
、

　
　
　
　

12
／
20
、
１
／
17
、
２
／
16
、
３
／
16

参
加
者　

玉
井
威
・
武
田
龍
・
宮
崎
保
光
・
蒲
池
勢
至
・
岩
瀬
真
寿
美
・
今
枝
由
郎

ア
ジ
ア
仏
教
研
究
会
は
、
前
田
惠
學
先
生
の
呼
び
か
け
に
よ
り
二
〇
〇
四
年
に
発

足
し
た
。
仏
教
に
お
け
る
最
高
究
極
の
価
値
の
探
究
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
発
足
時
の

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
原
始
仏
教
を
修
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
原
始
仏
教
の
知
識
を
基

礎
と
し
て
大
乗
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
先
ず
は
最
も
身
近
な
浄
土
教
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に
五
年
余
を
か
け
て
浄
土
三
部
経
を
通
読
し
た
。
そ
の
後
『
法
華
経
』

（
岩
波
文
庫
）
の
読
解
に
取
り
組
み
、
テ
キ
ス
ト
の
漢
訳
経
典
の
ほ
か
に
各
自
の
必

要
と
す
る
資
料
を
持
参
し
、
経
典
の
文
章
を
一
字
一
句
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
書
い
て

あ
る
ま
ま
に
読
み
、
書
い
て
あ
る
ま
ま
に
理
解
す
る
作
業
を
続
け
て
き
た
。
今
年
度

は
「
化
城
喩
品
」
ま
で
読
み
進
ん
だ
。
最
近
は
、
異
文
明
の
交
流
と
宗
教
（
新
し
い

価
値
観
）
の
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
中
国
に
お
け
る
仏
典
翻
訳
の
事
情
と
日
本
の
漢

文
経
典
訓
読
法
に
関
心
が
集
ま
り
、
活
発
な
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

化
城
喩
品
に
「
各
以
衣
裓
。
盛
諸
天
華
」D

ivyām
ś ca Sm

eru-m
ātrān pus

・pa-　
put・ān gr

・hītvā’

の
句
が
現
わ
れ
る
。’put・a’

は
「
物
を
容
れ
る
器
」
の
こ
と
で
箱
か
袋

か
皿
か
、
通
常
「
花
皿
」
の
訳
語
を
充
て
る
。
花
を
盛
る
皿
で
あ
る
。
こ
の
句
を
訳

せ
ば
「
須
弥
山
ほ
ど
の
大
き
さ
の
天
上
の
花
皿
（
に
い
っ
ぱ
い
の
花
）
を
持
っ
て
」

と
な
る
。
原
語 ’put・a’

の
素
材
は
何
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
衣
裓
」
と
い
う

衣
偏
の
文
字
を
連
ね
て
訳
し
て
お
り
、
布
地
で
で
き
た
物
の
よ
う
な
理
解
で
あ
る
。

「
裓
」
に
は
「
衿
」
の
意
味
が
あ
り
、
肩
に
か
け
て
手
を
ぬ
ぐ
う
こ
と
な
ど
に
用
い

ら
れ
る
布
切
れ
や
衣
の
裾
を
言
う
と
さ
れ
る
。「
手
ぬ
ぐ
い
」
の
よ
う
な
物
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
羅
什
の
翻
訳
グ
ル
ー
プ
周
辺
の
生
活
を
反
映
し
た
も

の
か
と
推
察
す
る
。

同
じ
く
羅
什
訳
『
阿
弥
陀
経
』（
西
紀
四
〇
二
年
訳
出
）
に
も
「
各
以
衣
裓
。
盛

衆
妙
華
」
の
句
が
現
れ
る
が
、
原
文
に’put・a’

の
語
は
無
い
。
羅
什
は
『
法
華
経
』

（
四
〇
六
年
訳
出
）
よ
り
早
い
『
阿
弥
陀
経
』
の
訳
文
中
に
原
文
に
は
無
い
語
を
補

い
、
仏
へ
の
撒
華
の
情
景
描
写
を
同
一
句
で
表
現
し
て
い
る
。
先
行
す
る
『
阿
弥
陀

経
』
の
翻
訳
に
『
法
華
経
』
の
経
文
の
知
識
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

翻
訳
完
成
の
年
次
の
順
に
訳
経
作
業
が
進
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

真
宗
史
研
究
会

安
藤　
　

弥

二
〇
一
七
年
度
は
次
の
と
お
り
、
二
回
の
研
究
会
を
実
施
し
た
。

第
一
回
目
（
通
算
第
三
六
回
）

　
【
日
時
】
六
月
十
五
日
（
木
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

　
【
報
告
者
】
安
藤 

弥 （
所
長
）

　
【
題
目
】「
宗
教
一
揆
論
を
め
ぐ
る
問
題
提
起
」

第
二
回
目
（
通
算
第
三
七
回
）

　
【
日
時
】
十
一
月
三
十
日
（
木
）
一
六
時
三
〇
分
〜
一
八
時

　
【
報
告
者
】
祢
津
宗
伸
氏
（
浄
蓮
寺
住
職
）

　
【
題
目
】「『
親
鸞
伝
絵
』
康
楽
寺
本
を
め
ぐ
る
考
察
―
康
楽
寺
京
都
説
の
再
検
討
―
」

安
藤
は
、
本
願
寺
・
一
向
一
揆
論
を
中
心
に
宗
教
一
揆
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
を
整

理
し
て
示
し
（
日
本
史
研
究
会
二
〇
一
七
年
度
大
会
で
個
別
報
告
）、
祢
津
氏
は
、

長
野
県
康
楽
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
『
親
鸞
伝
絵
』
の
紹
介
か
ら
、
諸
本
と
の
比
較
検

討
、
康
楽
寺
京
都
説
へ
の
批
判
、
海
野
氏
の
動
向
な
ど
を
論
じ
ら
れ
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
二
回
程
度
の
研
究
会
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。



2018. 3 . 317

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会

脊
古　

真
哉

「
日
本
仏
教
の
成
立
と
展
開
」
研
究
会
（
小
島
惠
昭
・
大
山
誠
一
・
黒
田
龍
二
・

脊
古
真
哉
・
吉
田
一
彦
）
で
は
、
各
研
究
参
加
者
の
研
究
領
域
・
関
心
を
基
礎
に
、

幅
広
く
日
本
仏
教
・
日
本
宗
教
に
関
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一

七
年
度
に
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
三
日
お
よ
び
二
〇
一
八
年
三
月
四
日
に
研
究
会

を
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
六
日
・
二
七
日
の
両
日
に
現
地
踏
査
を
実
施
し
た
。

六
月
の
研
究
会
で
は
、
脊
古
の
「
田
遊
び
と
修
正
会
の
出
合
う
場
」
の
報
告
が
行

な
わ
れ
た
。
研
究
参
加
者
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
か
ら
の
日
本
民
俗
学
・
民
俗
芸
能

研
究
な
ど
の
研
究
者
な
ど
の
参
加
を
も
得
て
活
発
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
三
月
の
研
究
会
で
は
、
大
山
誠
一
客
員
所
員
の
新
著
『
神
話
と
天
皇
』（
二
〇

一
七
年　

平
凡
社
）
の
書
評
会
を
実
施
し
た
。
評
者
に
は
上
野
誠
氏
（
奈
良
大
学
・

国
文
学
）
を
お
招
き
し
、
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
の
吉
田
一
彦
客
員
所
員
、
黒
田
龍
二
客

員
所
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
参
加
を
得
て
有
意
義
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

現
地
踏
査
は
奈
良
県
宇
陀
市
・
三
重
県
名
張
市
の
室
生
寺
周
辺
地
域
を
対
象
と

し
、
一
二
月
二
六
日
に
は
奈
良
県
山
辺
郡
山
添
村
の
毛
原
廃
寺
、
名
張
市
の
弥
勒

寺
、
夏
見
廃
寺
・
同
展
示
館
、
丈
六
寺
を
、
二
七
日
に
は
、
宇
陀
市
の
新
堂
（
安
産

寺
）、
室
生
龍
穴
神
社
お
よ
び
龍
穴
、
室
生
寺
、
仏
隆
寺
、
大
野
寺
を
踏
査
し
た
。

踏
査
に
は
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
以
外
に
、
研
究
所
か
ら
藤
井
由
紀
子
・
中
川
剛
の
両

氏
、
外
部
か
ら
曾
根
正
人
氏
（
就
実
大
学
）、
上
島
享
氏
（
京
都
大
学
）
の
参
加
を

得
て
、
各
踏
査
箇
所
等
に
つ
い
て
室
生
寺
と
そ
の
周
辺
の
仏
教
文
化
の
諸
相
を
議
論

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
ア
ジ
ア
仏
教
思
想
史
研
究
会

藤
村　

潔

日　

時　

６
／
28
、
７
／
27
、
９
／
21
、
10
／
26
、
11
／
30
、
１
／
29

参
加
者　

玉
井
威
、
藤
村
潔
、
中
川
剛
、
高
木
祐
紀
、
花
栄
、
廣
田
万
里
子

本
研
究
会
で
は
、
鎌
倉
後
期
に
活
躍
し
た
華
厳
宗
の
示
観
房
凝
然
（
一
二
四
〇
―

一
三
二
一
）
の
文
献
を
中
心
に
研
究
し
て
い
る
。
主
に
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
に
収

録
さ
れ
る
『
八
宗
綱
要
』
二
巻
（
二
十
九
歳
、
以
下
『
綱
要
』）
の
原
典
資
料
を
定

本
に
読
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
同
じ
く
凝
然
の
『
三
国
仏
法
伝
通

縁
起
』
三
巻
（
七
十
二
歳
、
以
下
『
縁
起
』）、
同
時
代
の
存
覚
『
歩
船
鈔
』
二
巻
の

資
料
を
参
照
し
て
い
る
。

今
年
度
は
『
綱
要
』
と
『
縁
起
』
の
「
律
宗
」
の
教
説
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
試

み
た
。
特
に
『
縁
起
』
で
説
か
れ
る
律
宗
は
他
の
教
説
と
較
べ
て
極
め
て
分
量
が
多

く
、
中
国
・
日
本
伝
来
の
戒
律
史
を
詳
説
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
会
で
は

『
縁
起
』
に
説
か
れ
る
戒
律
の
伝
承
を
具
体
的
に
究
明
し
た
。

凝
然
は
南
山
律
師
道
宣
（
五
九
六
―
六
六
七
）
の
『
四
分
律
行
事
鈔
』
に
基
づ
く

律
を
重
要
視
す
る
。
ま
た
、
彼
は
そ
れ
を
日
本
に
伝
え
た
鑑
真
和
尚
（
六
八
八
―
七

六
三
）
の
功
績
を
高
く
評
価
し
、
戒
壇
設
立
の
歴
史
的
過
程
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い

る
。
凝
然
の
立
場
は
、
華
厳
宗
と
律
宗
を
軸
に
置
い
て
い
る
た
め
、
天
台
宗
の
最
澄

が
説
く
よ
う
な
大
乗
戒
（
円
頓
戒
）
に
対
し
て
は
批
判
的
で
あ
る
。
こ
の
点
、
彼
の

活
躍
し
た
時
代
が
末
法
を
背
景
と
し
て
い
る
た
め
、
南
都
戒
律
の
復
興
と
そ
の
優
位

性
を
誇
示
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

次
年
度
で
は
、『
八
宗
綱
要
』
を
基
本
に
据
え
て
、
諸
種
の
文
献
を
比
較
し
つ
つ
、

第
四
の
「
法
相
宗
」
の
研
究
に
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
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仏
教
教
育
研
究
会

北
畠　

知
量

こ
の
研
究
会
は
、
前
年
度
同
様
、
会
員
が
仏
教
教
育
関
係
の
論
文
を
発
表
し
、
参

加
者
と
質
疑
応
答
す
る
形
で
進
め
て
き
た
。
参
加
者
の
日
程
調
節
が
難
し
く
、
会
を

持
て
た
の
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

５
／
17　

北
畠
知
量
の
発
表
「
真
宗
の
社
会
関
与
」

８
／
２　

花
栄
の
発
表
：
無
題

10
／
４　

岩
瀬
真
寿
美
の
発
表
「
教
育
愛
の
語
ら
れ
方
の
変
遷
」

１
／
23　

北
畠
知
量
の
発
表
「
横
超
の
教
育
」

教
行
信
証
学
習
会

吉
田　

暁
正

講　
　

師　

森
村
森
鳳
（
張　

偉
）
先
生

趣　
　

旨　

漢
文
と
し
て
『
教
行
信
証
』
を
読
む

会　
　

場　

同
朋
学
園
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
２
Ｆ　

多
目
的
会
議
室

テ
キ
ス
ト　

東
本
願
寺
刊
『
真
宗
聖
典
』（
必
要
に
応
じ
て
資
料
配
付
有
）

開 

催 

日　

５
／
25
、
６
／
22
、
７
／
27
、
９
／
28
、
10
／
26
、

　
　
　
　
　

11
／
30
、
１
／
18
、
３
／
22

『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
を
読
み
解
き
つ
つ
、
親
鸞
が
言
葉
の
中
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
か
め
る
よ
う
に
学
習
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は
、
親
鸞
の
言
語

表
現
に
お
い
て
、
音
声
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
は
た
ら
き
を
持
つ
か
と
い
う
こ
と
を
確

か
め
た
。

『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
特
に
漢
字
の
音
声
に
つ
い
て
注
記
さ
れ
て
い
る
箇

所
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「
行
巻
」
に
記
さ
れ
て
い
る
「
命
」
と
「
稱
」
の
漢
字
に
つ

い
て
、
親
鸞
が
ど
の
よ
う
な
意
味
と
は
た
ら
き
を
見
て
い
た
か
を
確
認
し
た
。（『
真

宗
聖
典
』
１
６
９
頁
）

「
帰
命
」
の
「
命
」
に
つ
い
て
は
、「
命
字　

眉
病
反　

使
也　

教
也　

道
也　

信
也　

計
也　

召
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。「
眉
病
反
」
の
「
反
」
は
、
反
切
と

い
う
古
来
中
国
で
文
字
の
発
音
を
示
す
方
法
を
表
し
て
い
る
。
命
の
字
は
、
眉
と
病

の
音
を
合
わ
せ
て
発
音
す
る
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
そ
の
上
で
こ
の
文
字
が
表

す
意
味
を
確
か
め
て
い
る
。

「
如
来
の
名
を
稱
す
」
の
「
稱
」
に
つ
い
て
は
、「
稱
字　

処
陵
反　

知
軽
重
也　

説
文
曰　

銓
也　

是
也　

等
也　

俗
作
秤　

云
正
斤
両
也　

昌
孕
反　

昌
陵
反
」
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
発
音
を
示
し
、
１
、
称
え
る
と
い
う
動
詞
、

２
、
秤
と
い
う
名
詞
、
３
、
意
に
合
う
と
い
う
形
容
詞
と
い
う
三
つ
の
意
味
を
、
一

つ
の
「
稱
」
と
い
う
漢
字
が
表
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
親
鸞
の
文
字
へ
の
厳
密
さ
は
、
単
に
言
葉
が
意
味
を
伝
え
る
と
い
う

こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
音
声
と
い
う
響
き
に
重
要
な
は
た
ら
き
が
あ
る
と
受
け
と
め
て

い
た
こ
と
に
よ
る
。
意
味
を
超
え
て
人
間
に
は
た
ら
く
法
の
力
が
、
音
声
と
い
う
響

き
を
も
っ
て
大
事
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
念
仏
の
相

続
が
あ
る
。
こ
の
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
も
「
化
身
土
巻
」
を
読
み
進
め
た

い
。
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《
特
別
活
動
報
告
》

全
国
大
学
博
物
館
学
講
座
協
議
会
西
日
本
部
会　

平
成
二
十
八
年
度
研
究
助
成

「
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
体
験
的
、
継
続
的
な
史
料
展
示
の
実
践
」

 

こ
の
た
び
、
全
国
大
学
博
物
館
学
講
座
協
議
会
西
日
本
部
会
か
ら
研
究
助
成
を

受
け
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
報
告
す
る
。

◆  

研
究
課
題
「
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
体
験
的
、
継
続
的
な
史
料
展
示
の
実

践
」

◆  

研
究
領
域
：
博
物
館
展
示
論
、
博
物
館
情
報
・
メ
デ
ィ
ア
論
、
博
物
館
教
育
論
、

博
物
館
実
習

◆
研
究
代
表
者
：
同
朋
大
学
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
安
藤 

弥
（
文
学
部
教
授
）

◆  

研
究
の
概
要
：
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
実
物
史
料
展
示
（
歴
史
文
化
・
仏
教

文
化
的
な
絵
画
・
書
籍
・
文
書
が
中
心
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
展
示
方
法
を
試

験
的
に
実
践
す
る
。

１  

．「
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
実
物
史
料
を
間
近
で
観
覧
、
ま

た
史
料
を
限
っ
て
実
際
に
触
れ
て
も
ら
う
体
験
的
展
示
を
行
う
。

２  

．
長
尺
巻
子
や
掛
軸
裏
書
な
ど
、
全
内
容
展
示
の
難
し
い
史
料
に
関
し
て
、
先

に
ア
ー
カ
イ
ブ
的
に
デ
ジ
タ
ル
保
存
し
た
情
報
を
Ｐ
Ｃ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

用
い
て
同
時
可
視
的
に
展
示
す
る
。

３  

．
右
記
１
．
２
．
に
よ
る
展
示
の
魅
力
を
伝
え
、
継
続
的
観
覧
（
リ
ピ
ー
タ
ー
）

を
促
す
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
習
を
行
う
。

◆
研
究
の
実
践
（
報
告
）

〔
企
画
概
要
〕

前
年
度
前
期
史
料
展
示
「
聖
教
は
読
み
や
ぶ
れ
…
〜
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
真
宗
文

化
」
の
成
果
を
基
盤
に
研
究
助
成
を
申
請
し
、
本
年
度
前
期
史
料
展
示
で
は
、
そ
の

継
承
発
展
版
と
し
て
「
お
経
の
か
た
ち
〜
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
仏
教
文
化
〜
」
を

テ
ー
マ
に
研
究
実
践
し
た
。

展
示
に
際
し
て
は
通
例
通
り
図
録
を
作
成
し
、
さ
ら
に
映
像
の
作
成
・
放
映
を
特

別
に
実
践
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
蒲
池
勢
至
（
研
究
顧
問
） ・
安
藤
弥
（
所
長
）・
藤

井
由
紀
子
（
所
員
）・
大
艸
啓
（
所
員
・
展
示
主
担
当
）・ 

日
比
野
洋
文
（
特
別
研
究

員
） ・
中
川
剛
（
客
員
研
究
員
）・
古
川
桂
（
本
学
専
任
講
師
）・ 

瀬
尾
正
寿
（
本
学

非
常
勤
講
師
）、
学
芸
員
課
程
履
修
生
十
八
名
ほ
か
で
あ
る
。
来
場
者
は
約
三
〇
〇

名
を
数
え
た
。

関
連
企
画
と
し
て
展
示
会
場
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
関
係
し
あ
う
私
た
ち
―
視
覚
障
害
者
と
つ
く
る
史
料
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

―
」  

で
、
ゲ
ス
ト
に
白
鳥
建
二
氏
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ク
セ
ス
グ

ル
ー
プ
Ｍ
Ａ
Ｒ
メ
ン
バ
ー
）
を
お
招
き
し
、
リ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
齋
藤
聖
（
本

学
院
生
）、
市
川
綾
子
（
本
学
学
部
生
）
ら
が
参
加
し
た
。
当
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
て
い
た
高
校
生
の
参
加
も
あ
っ
た
。

〔
実
践
内
容
〕

①
史
料
展
示
（
担
当
＝
大
艸
啓
）

前
年
度
前
期
に
開
催
し
た
「
聖
教
は
よ
み
や
ぶ
れ
…
〜
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
真
宗

文
化
〜
」
展
で
は
、
観
覧
者
が
実
物
資
料
を
手
に
取
り
な
が
ら
仏
教
文
化
を
体
感
で

き
る
展
示
を
実
践
し
た
。
今
回
は
、
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
第
二
弾
企
画
と
し
て
、

仏
事
に
お
い
て
拝
読
に
使
用
さ
れ
る
経
本
・
声
明
本
な
ど
の
か
た
ち
に
触
れ
る
こ
と

で
、
仏
事
等
で
の
扱
い
方
を
体
感
し
、
そ
こ
に
ひ
そ
む
仏
教
文
化
の
息
吹
を
学
ん
で

も
ら
え
る
展
示
を
開
催
し
た
。

展
示
は
三
部
構
成
と
し
、
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
三
部
を
通
じ
て
手
に
触
れ
て
も

ら
え
る
史
料
を
中
心
に
展
示
構
成
し
た
。
Ⅰ
で
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
お
経
の
か
た
ち
―

巻
子
か
ら
折
本
・
冊
子
へ
―
」
と
し
て
、
日
本
へ
伝
来
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
お
経
の
か
た
ち
の
変
遷
を
大
ま
か
に
た
ど
り
、
一
般
の
書
物
の
そ
れ
と
は
異
な
る

特
徴
な
ど
を
展
観
し
た
。

Ⅱ
で
は
「
読
む
・
聴
く
・
唱
和
す
る
お
経
と
声
明
―
真
宗
仏
事
と
お
経
の
伝
統
―
」

と
し
て
、
真
宗
の
経
本
・
声
明
本
・
拝
読
物
に
見
ら
れ
る
様
々
な
か
た
ち
を
示
し
、 

使
用
さ
れ
る
仏
事
の
格
式
や
そ
の
頻
度
、
ま
た
は
当
初
の
か
た
ち
や
使
用
方
法
な
ど
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の
違
い
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
便
性
や
伝
統
的
側
面
を
展
観
し
た
。

Ⅲ
で
は
「
実
践
コ
ー
ナ
ー 

お
経
の
か
た
ち
を
体
感
し
よ
う
」
と
し
て
、
経
本
・

声
明
本
の
扱
い
か
た
を
実
践
し
て
そ
の
違
い
を
体
感
で
き
る
よ
う
に
、 

扱
い
作
法
の

実
演
動
画
「
お
経
の
扱
い
方
―
真
宗
大
谷
派
の
場
合
―
」（
約
七
分
）
を
研
究
所
で

独
自
に
制
作
し
、
Ｐ
Ｃ
で
常
時
再
生
し
な
が
ら
、
巻
経
・
折
経
・
冊
子
そ
れ
ぞ
れ
の

実
物
資
料
と
と
も
に
展
示
し
た
（
こ
の
動
画
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
な
ど
の
方
法
で
教
材

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
）。

本
展
示
で
は
、
展
示
ケ
ー
ス
に
「
法
隆
寺
一
切
経
」
な
ど
の
貴
重
な
古
写
経
も
含

め
て
出
陳
し
た
た
め
、
必
ず
し
も
手
に
触
れ
て
よ
い
も
の
ば
か
り
を
展
示
し
た
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
貴
重
資
料
か
ら
伝
来
当
初
以
来
の
お
経
の
伝
統
性
を
読
み

取
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
様
々
な
か
た
ち
の
経
本
・
声
明
本
に
も
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
実
物
資
料
か
ら
感
じ
取
れ
る
内
容
に
よ
り
深
み
が
出
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
扱
い
作
法
の
違
い
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
・
欠
点
な
ど
を
実
感
し
、
か
た

ち
が
変
化
し
た
理
由
や
今
も
残
る
伝
統
性
の
魅
力
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
観
覧
者
が
実
践
し
や
す
い
よ
う
に
実
演
動
画
を
制
作
・
展
示
し
た
点
も
、

本
展
示
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

実
物
展
示
や
解
説
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
要
素
を
映
像
資
料
と
し
て
展
示
す
る
こ

と
で
、
お
経
の
か
た
ち
に
根
付
く
日
本
の
仏
教
文
化
の
特
徴
や
そ
れ
に
関
す
る
問
題

を
、
観
覧
者
が
よ
り
積
極
的
に
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
担
当
＝
藤
井
由
紀
子
）

関
連
企
画
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
全
盲
者
を
含
む
本
学
学
生
が
リ
ー
ド
ユ
ー

ザ
ー
と
な
り
、
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
白
鳥
建
二
氏
や
一
般
の
観
覧
者
も
交
え
、
展
示
会

場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
史
料
鑑
賞
を
行
う
と
い
う
企
画
で

あ
っ
た
。

白
鳥
氏
は
、
自
身
も
全
盲
で
あ
り
、
視
覚
障
害
者
と
と
も
に
美
術
を
鑑
賞
す
る
こ

と
の
有
効
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
発
信
し
な
が
ら
活
躍
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。

目
が
見
え
る
人
が
全
盲
者
と
と
も
に
展
示
品
に
じ
っ
く
り
手
に
触
れ
、
両
者
が
そ
の

特
徴
を
事
細
か
く
伝
え
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
経
本
や
声
明
本
の
か
た
ち
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
特
徴
を
よ
り
具
体
的
に
把
握
・
共
有
で
き
た
。

ま
た
、
学
生
や
観
覧
者
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
多
角
的
視
野

を
養
う
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
企
画
の
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
参

加
者
が
主
体
的
か
つ
積
極
的
に
発
信
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。

〔
総
括
〕

「
実
物
資
料
に
学
ぶ
仏
教
文
化
」
を
基
本
姿
勢
と
す
る
本
研
究
所
に
お
い
て
、
史

料
展
示
は
、
そ
の
研
究
活
動
の
蓄
積
と
成
果
を
発
信
し
、
社
会
に
還
元
す
る
機
会
と

し
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
本
展
示
で
は
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
観
覧

者
に
実
際
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
柱
に
据
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
上
記
の
よ
う
な

種
々
の
工
夫
を
試
み
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
覧
者
が
単
に
「
学
ぶ
」
だ
け
で
な
く
、

肌
で
感
じ
取
り
、
考
え
、
伝
え
あ
い
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
へ
の
還
元
と

い
う
目
標
の
一
端
が
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
実
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

今
後
も
、
右
記
の
よ
う
な
工
夫
を
展
示
の
ツ
ー
ル
と
し
て
適
宜
導
入
し
、
さ
ら
な

る
試
み
を
も
駆
使
し
て
、
有
意
義
な
史
料
展
示
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

実践コーナーでの映像展示

ワークショップの様子
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《
研
究
所
新
収
史
料
に
つ
い
て
》

○
宝
如
裏
書
方
便
法
身
尊
像　
　

掛
軸
装　

一
幅

　

・
本
紙　

絹
本
着
色　

縦
四
二
・
〇
㎝
×
横
一
九
・
五
㎝

　

・
裏
書
（
紙
本
墨
書　

直
書
）

　
　
　
　
　

釋
寳
如
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　

天
保
十
年
己
亥
八
月
廿
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　

浄
教
寺
門
徒
摂
州

　

方
便
法
身
尊
形　

河
邉
郡
尼
ヶ
崎

　
　
　
　
　
　
　
　

中
在
家
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

願
主　
　

自
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
證

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
周

方
便
法
身
尊
像
（
阿
弥
陀
如
来
絵
像
本
尊
）
が
ま
た
一
幅
、
縁
あ
っ
て
研
究
所
の

所
蔵
に
帰
し
た
。
こ
の
一
幅
の
歴
史
的
意
義
は
何
と
言
っ
て
も
、
授
与
者
が
宝
如
で

あ
る
こ
と
で
、
新
発
見
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
今
の
と
こ
ろ
事
例
は
知
ら
れ
な
い
。

宝
如
と
は
東
本
願
寺
二
十
代
達
如
の
長
男
で
、
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
に
生

ま
れ
、「
新
門
」
と
な
る
が
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
二
十
九
歳
で
没
し
た

（
そ
の
た
め
、
東
本
願
寺
は
次
男
厳
如
が
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に
継
い
で
二
十

一
代
と
な
っ
て
い
る
）。

本
願
寺
を
継
職
し
な
い
ま
ま
没
し
た
と
み
ら
れ
て
い
た
宝
如
な
の
で
あ
る
が
、
こ

の
一
幅
の
裏
書
に
は
確
か
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
（
た
だ
し
「
大
谷
本
願
寺
」
は
記
さ

れ
て
い
な
い
）、
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
八
月
二
十
九
日
付
で
摂
津
国
河
辺
郡
尼

崎
中
在
家
町
の
浄
教
寺
門
徒
で
あ
る
自
休
ら
五
人
に
授
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
付
随
文

書
か
ら
こ
れ
を
受
領
し
た
の
は
「
和
泉
屋
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
屋
号
を
持
つ

尼
崎
の
商
人
と
み
ら
れ
る
。
願
主
の
自
休
が
和
泉
屋
で
あ
ろ
う
か
。
願
主
が
自
休
以

下
五
人
連
名
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
こ
う
し
た
東
本
願
寺
門
徒
の
実
態
も
追
及

す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
表
画
も
こ
の
時
期
の
も
の
に
し
て
は
精
緻
な
制
作
と
な
っ
て

い
る
。
裏
書
は
直
書
で
あ
る
。

（
写
真　

表
画
）

（
写
真　

裏
書
）
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二
〇
一
七
年
度
彙
報

《
研
究
所
構
成
メ
ン
バ
ー
》

所　

長　
　
　
　

安
藤 

弥

所　

員　
　
　
　

  

ブ
レ
ニ
ナ
・
ユ
リ
ア
（
人
文
学
科
）　

木
野
美
恵
子
（
社
会
福
祉

学
科
）　

石
牧
良
浩
（
社
会
福
祉
学
科
）

所
員
・
幹
事　
　

市
野
智
行
（
仏
教
学
科
）

研
究
顧
問　
　
　

小
山
正
文　

小
島
惠
昭　

玉
井 

威　

蒲
池
勢
至

所
員
（
非
常
勤
）
大
艸 
啓　

藤
井
由
紀
子

客
員
所
員　
　
　

  

青
木 

馨　

岩
瀬
真
寿
美　

大
山
誠
一　

岡
村
喜
史　

北
畠
知
量　

ギ
ャ
ナ
・
ラ
ト
ナ　

工
藤
克
洋　

黒
田
龍
二　

嘉
木
揚
凱
朝

　
　
　
　
　
　
　

脊
古
真
哉　

武
田 
龍　

服
部 

仁　

藤
村 

潔　

松
金
直
美

　
　
　
　
　
　
　

吉
田
暁
正　

吉
田
一
彦

客
員
研
究
員　
　

飯
田
真
宏　

花 

栄　

川
村
伸
寛　

周 

夏　

高
木
祐
紀

　
　
　
　
　
　
　

中
川 

剛 　

新
野
和
暢　

松
山 
大

特
別
研
究
員　
　

日
比
野
洋
文

《
所
員
会
議
》

　

４
／
18
、
５
／
16
、
６
／
１
、
７
／
４
、
９
／
19
、
10
／
17
、
11
／
６
、

　

12
／
12
、
１
／
16

《
公
開
講
座
等
》

•
現
地
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

　

第
１
回　

７
／
８　
〔
講
師
〕
脊
古
真
哉

　
　
　
　
　
「
東
紀
州
街
道
を
ゆ
く
―
三
重
県
尾
鷲
市
・
熊
野
市
―
」

　

第
２
回　

10
／
19　
〔
講
師
〕
藤
井
由
紀
子

　
　
　
　
　
「
越
前
の
開
拓
伝
承
を
探
る
―
継
体
天
皇
か
ら
春
日
明
神
の
神
託
へ
―
」

☆
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
設
立
四
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
ア
ジ
ア
仏
教
の
死
者
・
供
養
観
」

　
　
〔
日　

時
〕　　

２
０
１
８
年
１
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　
〔
会　

場
〕　　

ホ
ー
ル
Ｄ
ｏ
（
同
朋
学
園
Ｄ
ｏ
プ
ラ
ザ
閲
蔵
１
Ｆ
）

　
　
〔
基
調
講
演
〕  

蒲
池
勢
至
（
日
本
）　

嘉
木
揚
凱
朝
（
中
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ギ
ャ
ナ
・
ラ
ト
ナ
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
）

　
　
〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕
武
田 

龍

《
ギ
ャ
ラ
リ
ー
史
料
展
示
》

•
前
期　
（
７
／
７
〜
７
／
13
）　
〔
担
当
〕
大
艸 

啓

　
　
　
　
「
お
経
の
か
た
ち
―
来
て
見
て
さ
わ
っ
て
仏
教
文
化
―
」

　
　
　

※
関
連
企
画
（
７
／
８
（
土
）
14
時
〜
17
時
、
於
展
覧
会
場
）

　
　
　
　
「
関
係
し
あ
う
私
た
ち

―
視
覚
障
害
者
と
つ
く
る
史
料
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
―
」

　
　
　
　
　
〔
ゲ
ス
ト
〕  

白
鳥
建
二
氏
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ク
セ

ス
グ
ル
ー
プ
Ｍ
Ａ
Ｒ
メ
ン
バ
ー
）

　
　
　
　
　
〔
リ
ー
ド
ユ
ー
ザ
ー
〕
齋
藤
聖
（
本
学
院
生
）、
市
川
綾
子
（
本
学
学
部
生
）

•
後
期　
（
１
／
16
〜
１
／
30
）　
〔
担
当
〕
安
藤 

弥

　
　
　
　
「
仏
・
仏
・
仏
―
め
く
る
め
く
ア
ジ
ア
ン
ブ
ッ
ダ
ワ
ー
ル
ド
‼
―
」

《
史
料
調
査
活
動
》

•
真
宗
寺
院
史
料
調
査

　
　

４
／
19　
　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

４
／
22
〜
23　

真
宗
大
谷
派
吉
崎
別
院
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

　
　

６
／
３　
　
　

西
厳
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
岐
阜
県
各
務
原
市
）

　
　

９
／
６　
　
　

正
定
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
奈
良
県
宇
陀
市
）

　
　

９
／
７　
　
　

本
善
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
奈
良
県
吉
野
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　

浄
称
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
奈
良
県
五
條
市
）

　
　

３
／
５
〜
６　

浄
嚴
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
岐
阜
県
海
津
市
）

•
そ
の
他　
（
随
時
、
持
ち
込
み
、
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
史
資
料
の
基
礎
検
討
な
ど
）


